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東京保健医療専門職大学のディプロマ・ポリシー 

 

１．保健医療分野の専門性 

保健医療の専門職として必要な専門知識と技術を身に付け、対象者の支援のために適

切に活用することができる。 

 

２．共生社会の理解 

共生社会の概念を理解し、障がい者や高齢者など多様な生活者が共生できる社会の実

現に意識を置きながら、保健医療の専門職として行動することができる。 

 

３．課題解決力 

保健医療の専門職が直面する様々な課題について、その背景やニーズを把握し、対象

者の立場を理解し、課題解決に向け適切に行動することができる。 

 

４．応用力 

QOL の維持・向上や健康寿命の延伸に向け、保健医療の専門分野のみならず、関連す

る他分野の知識を応用し、視野を広げて業務に取り組むことができる。 

 

５．組織における経営・マネジメント力 

経営・マネジメントの素養を身に付け、保健医療に関する諸課題の改善に取り組むこ

とができる。 

 

 

 

理学療法学科のディプロマ・ポリシー 

 

１．保健医療分野の専門性 

理学療法に関わる専門的な知識や技術を修得し、様々な疾患や障害により理学療法を

必要とする対象者に対し、適切で専門的な理学療法を行い、社会適応するための支援が

できる。 

 

２．共生社会の理解 

理学療法の専門職としての役割に加え、共生社会の理念を実践する理学療法士として

の自覚を持ち、組織や地域社会に貢献することができる。 

 

３．課題解決力 

身体運動に関する医療専門職である理学療法士として、対象者の立場や背景、ニーズ

等を把握した上で、適切に病態や障害を評価し、運動機能の回復・維持等に対する課題
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解決に取り組むことができる。 

４．応用力 

理学療法の専門性である身体運動分野等に隣接する他分野へ視野を広げ、対象者の

QOL 維持・向上や健康寿命の延伸に向けた理学療法の応用・展開に取り組むことができ

る。 

 

５．組織における経営・マネジメント力 

保健医療経営や理学療法に取り組む組織・人材マネジメント等に関する基礎知識を身

に付け、保健医療経営やマネジメント等の課題に幅広く対応できる。 

 

 

 

作業療法学科のディプロマ・ポリシー 

 

１．保健医療分野の専門性 

作業療法に関わる専門的な知識や技術を修得し、身体的及び精神的なリハビリテーシ

ョンを必要とする対象者に、日常生活・社会生活を実現するための支援ができる。 

 

２．共生社会の理解 

作業療法の専門職としての役割に加え、共生社会の理念を実践する作業療法士として

の自覚を持ち、組織や地域社会に貢献することができる。 

 

３．課題解決力 

生活支援を行う医療専門職である作業療法士として、適切な評価を通して、対象者が

実現したい生活行為等を把握し、日常生活・社会生活に必要な能力の維持・回復等に関

する課題解決に取り組むことができる。 

 

４．応用力 

作業療法の専門性である生活支援分野等に隣接する他分野へ視野を広げ、対象者の

QOL 維持・向上や健康寿命の延伸に向けた作業療法の応用・展開に取り組むことができ

る。 

 

５．組織における経営・マネジメント力 

保健医療経営や作業療法に取り組む組織・人材マネジメント等に関する基礎知識を身

に付け、保健医療経営やマネジメント等の課題に幅広く対応できる。 


